
1/2
2304-01-001-05 2304-01-002-01 2304-01-002-09 2304-01-006-06 2304-01-013-02

2004/9/14 2004/9/14 2004/9/14 2004/9/14 2004/8/3
川口　浩 川口　浩 川口　浩 川口　浩 行松  啓子

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

素材 絹先染糸 縞柄絹婦人服地 絹先染糸 絹糸
レーヨン（ダルand ブラ
イト）

タテ 2本甘撚糸 絹2本甘諸撚糸 極細絹糸 絹糸　極細糸  

ヌキ 2本甘撚糸（黒色) 絹善通織度糸 普通繊維糸 絹極細糸及び普通紙  

地色
ベージュ・緑・赤・の縦
縞

暗紫色 黒および暗緑色 淡青色 黒

染顔
料

     
タテ  暗紫色、白、ピンク 黒および暗緑色 淡青色  
ヌキ  暗紫色 黒色 淡青色  

織
技
法

トビー機による織技で
あるが縞柄部には配
列と組織の併用によ
る

地部は平織横畝、水
玉部分は朱子組織

縞柄部の暗緑色部は
平織、絣タテ柄部は平
織りおよび朱子地組
織にて幅は太細を配
列する。

  

染
技

法
先染糸 絹先染 先染糸   

そ
の
他

    綱,レース様

平織・綾織（変化綾
織、杉綾織等）の併用
による組織の縞柄

地部に水玉模様を配
し縞柄を配置

縞柄 不定楕円形模様配色 直径３mmの綱目

    裂地

絹婦人服 絹婦人服地 絹婦人服 婦人服地 婦人服用装飾部分or
装飾的な上衣

ベージュの幅広部分
の変化杉綾組織と赤
色の綾組織は左右の
斜方向の組立、等縞
柄に多彩な組織の組
み合わせは興味深い

地部部に水玉模様を
配し、かつ広幅の縞
柄を呈す。なお暗紫縞
柄部には、エンボス加
工による押圧効果に
てモアレ模様を付加
する。縞柄、水玉模
様、モアレ模様など多
種類の外観表現が一
興を添えている。

当該品の特色は暗緑
色縞部が濃淡とタテ
絣柄を配列しながらエ
ンボス加工による押
圧効果により外観がし
わあるいはふくわのよ
うに呈し、なお光沢の
有無を表現するなど
極めて多彩な外観を
生み出している。

地はオーガンジー地
風で緯朱子を配しオ
パール加工によ融解
して不定形の楕円模
様を配する。シース
ルー効果として一項
深いサンプルである。

ダルとブライトのレー
ヨン系を甘撚した糸を
レース綱の要領で綱
目状の布に仕上げて
ある

     

     
     
     

縦     100
横     70

織耳      
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1/2
2304-01-019-01 2304-01-019-01 2304-01-024-07 2304-01-028-06

2004/8/3 2004/8/3 2004/8/3 2004/8/3
行松  啓子 行松　啓子 行松  啓子 行松　啓子

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

絹婦人服地、絹格子
市松、其他,縞裂類

絹婦人服地、絹格子
市松、其他１,縞裂類

婦人服地絹・絹格子
市松　　其他ノ縞裂類

素材 絹 絹 絹
経に浮き出した糸が
レーヨンの為、一見ﾚｰ
ﾖﾝ素材に見える

タテ 絹 絹 絹
レーヨン、綿糸（綿糸
でおさえ）

ヌキ 絹 絹 絹
太番手綿糸（綿糸で
おさえ）

地色   ベージュ 黒と白のミックス

染顔
料

    
タテ 紺の絣糸,白 紺の絣糸、白 ベージュ 黒　白
ヌキ 紺、白 白 ベージュ 黒

織
技
法

平織組織 平織り組織 ジャガード織 ジャガード

染
技

法
先染（経糸の一部絣
染）

先染め（経糸の一部
絣）

 先染め

そ
の
他

    

地部：紺と白の細かい
市松(1mm角)紋様に
経絣で水玉様紋様を
表現

地部、紺と白の細か
い市松(1mm角)に経
絣で水玉紋様を表現

織による市松 黒をベースにしたまだ
ら紋様

裂地 裂地
(85+37)×85×1/2 
mm (台形）

裂地

婦人服 婦人服 婦人服 婦人服・特に上衣

単純な平織り、市松
紋様に、経絣の技法
を用いる事により面白
みをもたせた。薄物で
あるので、婦人ブラウ
ス等に用いたのでは
と推察される。

単純な平織り、市松
紋様に、経絣の技法
を用いる事により面白
みをもたせた。薄物で
あるので、婦人ブラウ
ス等に用いたのでは
と推察される。

またジャガード織に織
組織の違いで市松模
様を作り出している。
また緯糸の引き込み
数の違いを利用し布
に凸凹を持たせてい
る

経糸に用いたﾚｰﾖﾝ糸
が浮き出される用に
組織されたジャガー
ド。そのため、布が肉
厚に見え、ﾚｰﾖﾝの光
沢が高級感を出して
いる。

    

    
    
    

縦 106 106  78
横 100 100  32

織耳     

    備考

製作地
製作年
織名称

法
量

形状

用途

特記事項

調査所見

糸

色

加
工
技
法

文様
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調査者
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